
骨粗しょう症は、以下のような
原因や条件で起こりやすくなります。

 

   

  

 

 

骨の検査
　受けてみませんか？

骨粗しょう症とは、骨の量が少なくなったり

骨がスカスカになって弱く曲がりやすくなり

そのために、骨折などが起こりやすくなる病気です。

骨粗しょう症をご存じですか？

骨粗しょう症の検査方法としては、以下の方法があります

骨密度測定  腰椎と大腿骨に、ごく微量のレントゲンをあて
　　　　　　骨の密度を測定します。
            体格などに結果が左右されず、精度の高い検査方法です。

尿 検査     尿の中に溶けたカルシウムの量を測定します。

骨粗しょう症の検査方法としては、以下の方法があります

骨密度測定  腰椎と大腿骨に、ごく微量のレントゲンをあて
　　　　　　骨の密度を測定します。
            体格などに結果が左右されず、精度の高い検査方法です。

尿 検査     尿の中に溶けたカルシウムの量を測定します。

東大沢整形外科内科では、 １０月３日より

精度の高い最新の骨密度測定装置を導入いたしました。
（越谷市内では、 獨協医科大学病院と当院しかありません。）

骨密度検査の代金は、 保険利用の場合での窓口でのお支払額は

１割負担の方で４５０円、 ３割負担の方で１,３５０円となります。

骨密度が心配な方には､４,５００円 (自費 ) でも検査をおこなっております。
その結果、 骨粗しょう症と診断された場合には､保険適用となります。
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